
（第６号様式）   相模野小学校 学校運営協議会 会議録 

会 議 の 名 称 第４回 相模野小学校 学校運営協議会 

開 催 日 令和５年２月 ２０日（月） 

開 催 時 間 14時 50分  ～ 15時 50分 

開 催 場 所 コミュニティールーム 

議 長 清原良昭（会長） 

出 席 者 

清原（広野台自治会長）加藤（元ＰＴＡ会長）浅田（イオンスタイル座間）斎藤（相模が丘自治会顧問）

藤田（広野台連合自治会長）鈴木（女子美術大学教授）武藤（相模が丘地区民生委員）山手（校長）碓井

（教頭）前田（教務）田中（ＣＳ・4年）山田（栄養士）阿保（ひろの級）野﨑（5年） 計 14名 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 0人 

会 議 の 内 容 

【議 題】１ 学校評価について 

     ２ 今年度のコミスクの成果と課題 

     ３ 次年度の基本方針 

     ４ 次年度年間活動計画について 

【主な意見・決定事項など】 

1 学校に来ることが楽しい児童が多いが困難なことにも学校では出合う。それでも困難さを乗り 

越えられる力を養いたい。 

外遊びをする児童に偏りがある。各委員会からの提案等により外遊びができるようにすすめて

いく。 

家庭学習、ＳＮＳのトラブルなど家庭と連携して補っていきたい。 

➡（意見）アンケート結果では反省すべき点に着目して改善していくことが大切である。 

2 成果：ミシンや調理実習の授業補助等で安全面の確保ができた。 

防災に関して、地域の方にすぐに質問できる環境が整っていてよかった。 

子ども達と地域の方たちがかかわれた。 

  課題：授業ボランティアで何をするのか明確にして依頼してほしい。 

     ボランティアを広げていくことを考える必要がある➡地域学校協働本部の存在が必要                          

                             ボランティア参加者が人員を広げる 

      菜園づくりを実施していきたい 

     地域の学校に対する意識や考えを知りたい。➡地区ごとにアンケート実施 

     コミュニティールーム（ＣＳの会議室）を活用して日ごろから話せる関係を作りたい 

     地域のことに児童を巻き込んでいかれるようにする 

【配付資料】・本日の次第   ・学校評価について    ・学校活性化に向けた取り組み  

・Ｒ4 ＣＳを通じての活動 

次 回 開 催 予 定 令和５年 4月 21日（金） 15時 15分 ～ 16時 30分 

 


